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竹村 京（アーティスト）
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修復された獅子の香炉、竹原市　吉井家にて（2024）©竹村京
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参加申込みフォーム
https://forms.gle/yJ3HwWXqFD6a1WWj6

Gabriele G
uercio

ガブリエレ・グエルチョ

（美術史家・著述家）

人類の歴史
において、

芸術の「生
」と「死」

をめぐる問
題は、つね

に

活発な議論
の渦中にお

かれてきま
した。一体

、どのよう
な状況をも

って

すれば、絵
画や建造

物は「生き
ている」と

言えるので
しょうか？ また、

その「死」
とは、一体

何を意味す
るのでしょ

う？ 近現代絵
画の複雑な

組成に目を
凝らすこと

、建造物の
復元や修理

の射程をひ
もとくこと、

失われた記
憶を再構築

し新たな造
形を生みだ

すこと──
本シンポ

ジウムでは
、これらの

領域に携わ
る人々が一

堂に会し、
それぞれ

の視点を共
有しながら

、芸術作品
の保存や延

命の多様な
可能性

と意義につ
いて再考し

ます。各々
のいとなみ

は異なる前
提を持ち

ますが、い
ずれもが芸

術が持つ「
記憶」と「未

来」、そして「
生と死」

の意味を問
う使命をた

ずさえてい
ます。登壇

者には、国
内外で

活躍するア
ーティストの

竹村京、歴
史的建造物

の保存を専
門と

する青柳憲
昌、そしてア

ンゼルム・
キーファー

の仕事に精
通する

美術史家ガ
ブリエレ

・グエルチョ
を迎えます

。専門の異
なる

彼らが交差
することで

、変化と普
遍、修復と

保存、記憶
と

創造の境界
に新たな光

が当てられ
ることでしょ

う。

イタリアのミ
ラノを拠点

に活躍。専
門は近現代

美術史、美
術理論史、

美学・哲学
。

これまで、ロ
ーマ大学や

ナポリ大学
で教鞭をと

り、ワシント
ン・ナショナ

ル・ギャラリー

の視覚芸術
高等研究セ

ンターでフ
ェローとし

て活動。J. P. ゲティ美
術・人文学

ポストドクト
ラル・フェロ

ーシップを
受賞。著書

や編著に、
『存在とし

ての芸術：

芸術家列
伝とその

企て (Art as Existence: �e Artist’s Monograph and Its Project)』

（MIT Press 2006）、『ザ・グ
レート・サ

ブトラクシ
ョン（�e Great Subtraction)』

（ASA Publishers 2011）、『芸術
は進化しな

い̶ジーノ
・デ・ドミニ

チスの不動
の

宇 宙 (L'arte non evolve. L’ universo immobile di Gino De Dominicis)』（Johan & Levi 

2015）、『ピカソ
の悪魔̶

一般的創
造性と創

造の絶対
(Il demone di Picasso. 

Creatività generica e assoluto della creazione)』(Quodlibet 2017)、『芸術作
品と新た

な起源 (Opere d'arte e nuovi inizi)』（Quodlibet 2021）、『ジーノ・
デ・ドミニチ

ス読解 

(Gino De Dominicis. A Reader)』(Walther König 2024)など。新刊
『芸術ある

いは

衰退̶愛好
家、専門家

、名匠 (Arte o decadenza. Dilettanti, professionisti, maestri)』

(Quodlibet 2025)が本年2月に刊行
されたばか

りである。

1975年東京生
まれ、東京

藝術大学美
術学部絵画

科油画専攻
卒業。同大

学大学院美
術

研究科修了
後、ドイツ

・ベルリン
での留学を

経て滞在。
現在は高崎

で制作活動
を行なって

いる。刺繍
という行為

は、竹村に
とって「仮

に」という
状態を作り

出すことを
意図してお

り、

失われてし
まったもの

や記憶のか
けらをより具

体的な存在
へと昇華さ

せる。主な
個展として

、

「親愛なる
あなたのた

めに」タカ・
イシイギャラ

リー（東京
、2004年）。「Kei Takemura」ギャラリ

ー・

アレクサンド
ラ・サヘブ（

ベルリン、2004年）、「はな
れても」タ

カ・イシイギャ
ラリー（東

京、2007年）、

「A part Apart」トーキョ
ーワンダーサ

イト（東京
、2008年）、「見知

らぬあなた
へ」タカ・イ

シイギャ

ラリー（東
京、2012年）、「なん

か空から降
ってくるよ」

タカ・イシイ
ギャラリー（

東京、2016年）、

「Madeleine. V, Olympic, and my Garden」タカ・イシ
イギャラリー

（東京、2019年）など。「
第

15 回シドニ
ー・ビエン

ナーレ」（2005年）、「横
浜トリエン

ナーレ」（2020年）に参加
するなど、

国際的に高
い評価を獲

得しながら
活動の場を

広げている
。

立命館大学
准教授。2008年、東京工

業大学にて

日本近代の
文化財保存

史研究で博
士号（工学

）

を取得。東
京工業大学

助教を経て
、2013年より

立命館大
学で教鞭を

執る。日本
建築史、文

化

財保存史を
はじめ、復

元建築や歴
史都市防

災

などに関す
る広範な研

究活動を展
開し、日本

の建築文化

継承のため
に関西を中

心に歴史的
建築の保存

活動・フィー

ルドワーク
に数多く関

わる。2016年より法隆
寺金堂壁画

保

存活用委員
会専門委員

（アーカイ
ブWG座長）。主著

に『建築

家による「
日本」のデ

ィテール』（
彰国社、2023）、『日本近

代

の建築保存
方法論』（

中央公論美
術出版、2019、建築史

学会

賞受賞）、『建
築史家・大

岡實の建築
─鉄筋コ

ンクリート造

による伝統
表現の試

み』（川崎市
立日本民家

園、2013、共著、

日本建築学
会著作賞受

賞）など。保
存改修作品

として「西
陣

寺之内通の
町家」（共

作、2021）がある。

京都大学人
間・環境学

研究科准教
授。1981年東京都

生まれ。専
門は、保存

修復理論、

保存修復史
、美術史、

表象文化論
など。国内

外の美術館
にて、近現

代美術の保
存修

復や光学調
査、展覧会

のコンサベ
ーションを

担当。著書
に『保存修

復の技法と
思想

―古典芸術
・ルネサン

ス絵画から
現代アート

まで』( 平凡社
2015年 / 平凡社ラ

イブラリー

2024年 )、『タイムラ
イン─時間

に触れるた
めのいくつ

かの方法』
（this and that 2021年）、

『絵画をみ
る、絵画を

なおす　保
存修復の世

界』（偕成
社 2024年）など。

5月に絵本

『どうやっ
て美術品を

守る？保存
修復の世界

をのぞいて
みよう』（作

：ファービ
エンヌ・

マイヤー、
ジビュレ・ヴ

ルフ 絵：マルテ
ィーナ・レ

イカム、監
訳：田口か

おり 翻訳：中
村智子）を

刊行予定（
創元社 2025年）。

東京藝術大
学未来創造

継承センタ
ー准教授。

1982年福岡県
生まれ。専

門は文化財
・芸術の保

存、

継承研究。
創造の過程

や周辺、実
践知といっ

た芸術資源
から新たな

表現を生み
出すクリエ

イティヴ

なアーカイ
ヴを推進し

、研究プロ
ジェクトや展

覧会の企画
、論考、制

作をおこな
う。主な企

画に、「芸

術の保存・
修復―未来

への遺産」
展（2018年）、「再

演―指示と
その手順」

展（2021年）。また
、

同展を記録
した編著『

再演―指
示とその手

順』を出版
（美術出版

社 2023年）。芸術
保存継承研

究会を主宰
し、芸術の

保存や修復
、再現、再

演、アーカ
イヴについ

て、美術や
音楽だけで

なく、

生命科学、
伝統芸能、

儀礼などの
専門家を招

いて、領域
横断的に議

論する研究
会を実施し

ている。

平諭一郎
（芸術の保

存継承研究
）

田口かおり
（保存修復

学・美術史
）聞き手

青柳 憲昌（建築史家）

（アーティスト）竹村 京

「「復元」による建築の転生：文化的記憶の再帰性・再現性」

Le opere 
d'arte vin

cono la m
orte?

「芸術作品は死に打ち勝つのか？」

芸術 生と
国際シンポジウム

変化  修復  記憶

「修復・何を直そうとしているのか？」


